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サツマイモの天狗巣病 について
- 新海昭博士の中間報告 をもとに -

天狗巣病 は沖縄 にのみ発q=.する特有なウイルス病 で

ある｡1947年粟国島に発牛が認め られたのが最手刀であ

るが､数年に して沖縄 今.巳jt二番延 し､激発地域 におい

ては収穫皆.雛となってし､る｡

日本政府は本病の浸入 を恐れ､1951年には病害虫､

育種､防疫 などの各専門家が派遣 されて調査研究が行

なわれたoその後､日本政府 技術援助の一環 として､

数次に亘 一,て専門家が来島 Lて､新 しい観察 を加 え､

本病の研究は前進 して釆ま Lたが､ Lか L､伝染経路

の究川Iには半 らなかった｡ところが､日本政府技術 接

肋の-場 として､ウイルス病 と媒介昆虫 を専攻す る新

海昭農学博士が1962年10-1963年 3月 ･1963年 4月～

12月と再度にわたって来島 されて､ついにクロマ ダラ

ヨコバイによる媒介 を確認 しま Lた. これは沖縄農業

界の長年の問題であっただ けに特記すべ く功稗 であ り

ます｡尚､本稿は新海昭博 士 の中間報告 をもとにまと

めたので､明記 して同氏の了解 を得たい｡

1,病徴
木病の病徴 は小枝の恭生 と花の異常が特徴 である.

糞 は小形 で幾 分肥厚 し､内側 に巻 き込む株 (図 1)ち
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ある｡茎は節間短 く､脈芽 を多数生ず る｡いわゆる天

狗巣状 をなすO一般 に病株全体が萎縮 す るが､逆 に細

長 く伸 びることもこ くまれにある｡病塊根 (イモ)は

貧弱 な芽 が異常 に多数出 る｡

花の病徴 は1960年に小室康雄氏によって手刀めて観察

され､詳縦lな記載があ ります｡すなわち､琴は長 く伸

びて肥厚 し多くは基部か ら裂開 して葉 に変ず る｡花弁

も花色素 を完 全に消失 して緑色 とな り､大 きさも健 全

なものよ り小 さく､形 は健 全なものがロー ト状 である

に､筒状 となって薬 に変ずる｡従って苛と花弁 の区別

がつ きに くい｡メシへ､オシベ とも著 しく退化 し､メ

シベは花樺 に変ず る (図 2,4)O

伝染経路の究明は的確 な防除法確立の上､極めて重

要 な研究 であ り､本病発牛LIJ.来､当地の関係省はもと

よ り日本の専門家によっても調合研究がなされて来ま

した｡杵 に虫媒伝染が屯祝 され､中でもその病徴 から

ヨコバ イ､ウンカ芙削二よる媒介の疑いが濃樫であ一,た｡

昨年新和昭氏の′夫駿 L:よ-)てクロマ ダラヨコバイ (末

詑錨椎)の媒介が碓証 されたことは､試演･がすでに周

知 の通 りであ ります｡

クロマ ダラヨコバイは飛んた り､横這 いする｡体長

3-4mm位 ､黒槻色で背 拍iに乳白色の凍E紋が′･!.･1.在 して

いる (図). 1雌虫の碓卵数は 200個前後､1三に薬の

轟の表皮組織 内に産みつけられ るが､葉柄 および茎の

表皮内にも推みつけられ る｡30℃前後では 56日で那

化 し､2週ILH後(=成虫 となる｡Wl-化 した幼虫は 1:.に集

の轟lLtiで吸汁 を続 ける｡

イモ柵 にのみ1--.息 L､そこでは繁殖 もip'JiめてlH盛 で

ある｡食餌帖物はイモのほかアサガオ､グンバ イヒル

ガオなと-の ヒルガオ科 の植物があげ られ る｡更別の岳

温 と共 に,4L'tiull.し､秋則 までは'1-'_息互とは多い｡冬別は幼

虫態 で越す ものが主体で､4､5月頃 か ら増 えは じめ

る.分布 は沖縄群島､宮古群.I;11､八iJ･:_両群なとである0

3,防 除

従来､本病の防除は伝姓経路の不日JH=基凶 Lて､消

樋的'･)な防除iZ;が行われていたに過 ぎない｡ I/ロマ ダラ

∫▲11

ヨコバイの媒介が判明 L､今後､農家が自ら組織的な

共同防除 を′実子i･すれば､本病の撲滅はそれ程匪l艶でな

くなる｡

(日 クロマタラヨコバイの枢除

この間姐は本病防除上､Lliも強調されねばならない

が､そのためにはタロマ タラヨコバイの媒介方法や 生

態 などの調脊研究によって､よ り一層の効米的な駆除

がで きることと思 い ます｡

薬剤の種類 :Wr海昭博士は数種の殺虫剤(:ついて効果

試験 を子i-な一ノた結 米､残効性の良いバイジ ′卜が滋も

適 す る｡

散布量 :散布も土は茎葉の繁茂状態 によって淡Lめ､非ri;1;

に茂 った域合は反ILj5kg､中程度 では4kg､軽 し､似合

は 3kgが適宜 で､散布に際 しては晴天の続 く時制 を選

び､散布 はむ らがなく､均一 に行 う.飛ぶ力が強いU

で広範囲 を一斉に散布 して虫の移動 を防 ぐよ うにする

時井月:虫の碓1三がは じまる5月頃 と虫が急岬す る8月

境 に'liうよ うにする｡

(2) 病棟の早期抜取

乍育手刀井目に感 卓染Lた域合は塊根 はつ くこ となく､ま

た塊根がで きた後で感き染Lた似合も塊根は大 きくなる

ことはない. したがって病棟 は伝 染源 となるのみで､

その収量 には則待で きないので､思い きって早期に抜

似 るような心子等が必要であ る｡抜収 りは薬剤散布後に

'lJ'･うとよい｡抜IrXり株は家畜飼料 や堆肥 に仕 用するこ

とが望 ま しい｡

(3) 健全苗の植付

本病は感独 Lてから､は 一,きりLた病徴がLRわるま

でには長yJは1かか り､岩と束では'1-iづかぬqJに病苗 が便

川 されていることは容易に理解で きますo Lたがって

沈子1-･地 からの探苗 を避 けるよ うに Lて健苗の育成に努

め るOそのためには市l町村 または部落 に健苗hflの設置

が急花である｡ なお､域 所の避止 は専門家の指導によ

って子;･うことが肝敦'1･です｡

(与 那 軒 暫 義)


